
●司会の鴇田さんと富士見町からの参加者

住みよいたけし

おさんぽギャラリー
“春”

　4月28・29日、「おさんぽギャラリー“春”」
が開催され、好天に恵まれ、大勢の人でにぎわ
いました。JA武石支所の周辺では、焼きそば
などの屋台が出、また各種の手作り商品などの
マルシェが出店されました。
　29日午後は、第1回仮装大賞が開催されま
した。テレビで放送されている仮装大賞の武石
版として、出場者が仮装をし、得点を競うもの
です。武石地域内外から11組が出場し、それ
ぞれ意匠をこらし熱演されていました。
　仮装大賞の企画は、武石郵便局の滝沢局長が
企画運営に尽力されました。滝沢さんは、テ
レビの仮装大賞に4回も出場されたということ
で、テレビ局の特別の許可を得て、20点満点
の得点板が用意され、得点せり上がり時の効果
音や合格した時のファンファーレなどテレビと
同じ会場雰囲気となりました。

●優勝した「忍者 ふれんず組ケンザン」

　優勝は満点を獲得した、ふれんず武石児童館
児童の「忍者 ふれんず組ケンザン!」が受賞しま
した。どの組もアイデアいっぱいで、鴇田章さ
ん（下本入）の軽妙な司会もあり、会場は笑い
があふれ、大いに盛り上がっていました。
　おさんぽギャラリーを企画した、武石風土つ
なぎ隊代表の柳沢裕子さんは、「地域の多くの
企業や団体、個人の皆さんに、資金や物品の援
助をいただいてイベントを実行でき大変感謝し
ています。大勢の皆さんに出かけて楽しんでも
らえて良かった。来年以降も継続していきたい
と思います。」と話されていました。
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　住みよい武石をつくる会平成30年度定期総会
が4月21日午後、武石公民館において開催され
ました。
　当日は、つくる会委員116名中114名（うち
委任状35名）が出席しました。
最初に児玉卓文会長が「住みよい武石をつくる会
は、昨年3月30日に発足し、1年を経過する中
で6つの専門部会を設け、様々な事業の取り組み
を開始した。会は、行政と協力し合いながら地域
づくりをしていきたい。総会では、2017年度事
業報告や決算、2018年度事業計画・予算、規約
の改正などいろいろ上程するが、普段地域づくり
について考えていることを議論していただきた
い」と挨拶がありました。
　次に来賓として出席された松尾卓市会議員は、

「住民自治組織の設立は、上田市の目指す地域内
分権の最終的なステージであり、活動費は市が人
口などの基準をもとに地域ごとに決めている。市
内各地域で自治組織が活動を始めた折、経費等内
容を検討し支援していきたい」、また下村武石地
域自治センター次長は、「住民自治組織は、行政
との協働、共助の考え方で進めているもの。住み
よい武石をつくる会は、エリアトーク整備など他
地域より活発に活動している。今後も地域の特性
を生かした活動をお願いしたい」と挨拶がありま
した。

⑴　事業報告
　次のような事業が実施されました。
・練馬区民を対象としたアンケートの計画
・道路環境クリーン大作戦（県道沿い草刈り）
・松くい虫予防薬剤注入事業に参加
・権兵衛川環境整備（土砂浚渫）の取り組み
・６次産業化に向けての検討（味噌作り）
・武石健康ウォーキング
・通学合宿事業（小学生の公民館合宿）の参加
・たけし共育フォーラムの開催
・会の広報「住みよいたけし」の発行、会の

ホームページの立ち上げ
・エリアトーク事業の開始

⑵　2017年度本会会計の決算概要　　　　
　本会の会計（一般会計）は、歳入・歳出と
も、約240万円となりました。
・歳入は市からの交付金がほぼ全額です。
・歳出の主なものは会の委員・役員手当67万

円、事務職員賃金69万円、コピー等消耗品
27万円、パソコン等備品購入費27万円、広
報印刷費10万円等です。

(3)　2017年度無線情報システム特別会計
　エリアトーク事業は特別会計として処理して
います。2017年度は、エリアトーク設備の導
入費用とそのための歳入（市交付金）が、それ
ぞれ3,480万円が含まれています。

住みよい武石をつくる会定期総会 《2017事業・決算報告の概要》

総会では以下のような内容の審議がされました
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システム運営のための経常的な収入は、
加入者負担金153万円（１台当たり1,500
円）、歳出は、40万円となり、差引112万
円は来年度繰越金となります。歳出の主な
ものはアナウンサー賃金16万円、消耗品5
万円、設備器具保険料5万円、インターネッ
ト回線等通信費8万円などとなっています。

　つくる会の規約が一部改正されました。
⑴　地域づくりに意欲のある人、特殊技能が

ある人などに活動してもらえるよう委員に
会長推薦者を選任できるよう委員選任規定
の改正。

⑵　エリアトーク事業実施に関係する項目を
追加。

　2018年度は、会も２年目となり、より具体
的な課題に向けて取り組んでいくこととなり
ます。
⑴　2018年度に計画されている主な事業

・ふるさとかるたツアー
・中高生が考える武石の将来ワークショップ
・６次産業化・特産品の開発研究
・空き家実態調査
・練馬区民を対象としたアンケート調査
・健康ウォーキング
・通学合宿支援
・たけし共育フォーラム
・耕作放棄地の対策検討
・交通弱者対策
・広報の発行、ホームページの運営
・エリアトーク事業の運営

⑵　会の本会計の予算は前年度と同じ250万
円で全額市の交付金です。

⑶　エリアトークの予算は歳入・歳出が517万
円。
・歳入内訳は、加入者負担金が約400万

円、前年度繰越金が110万円。
・歳出は、人件費、通信費などの運営費が

140万円、設備更新の積立金が310万円
などとなっています。

《規約の改正》

《2018年度の予算・事業計画》

　5月12日、武石川の中流(武石体育館前付近)
及び下流(依田川との合流点付近)で、水生生物
調査が行われました。これは、水生生物を調査す
る事により武石川の水質などを判定するもので、

「武石せせらぎサイエンスの会」の皆さんが20年
以上前から同じ場所、同じ方法で調査を続けてい
るものです。また、長野大学でも10年程前から
調査に参加しています。
　午前10時より武石川中流で、「武石せせらぎ
サイエンスの会」の堀邦昌さん、根岸厚次さん、
および長野大学の高橋教授の指導により、長野大
学1学年の学生さん15人が3班に別れて川に入
り、網を使って川底を探り昆虫などを採集し、水
生生物の分類と水質の階級を判定する「指標生物」
の集計を行いました。
　調査では、カワゲラやヘビトンボの幼虫など、
最も水質が良い事を示す「水質階級I」の指標生物
が数多く確認され、今回も武石川の水質の良さが
確認されました。
　地域の宝である、きれいな水の武石川を、これ
からも大切にしたいものです。

武石川せせらぎサイエンス
武石川の水生生物調査
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新地域協議会長  池内 俊郎 さん

　今年度より武石地域協議会の会長を務め
ます沖区の池内俊郎です。
　地域協議会は、上田市条例に定められた
市行政の付属機関で、市の施策に対し地域
からの見解を表明し、又、新たな課題を提
案し、その実行計画と予算を獲得すること
が可能です。
　地域的な課題については、住民自治組織

（住みよい武石をつくる会）や自治会連合会
とも一緒に取り組んで参りますが、地域協
議会のこうした機能を十分に活用し、各組
織が横断的に連携する“オール武石”として
課題の解決に当たって参りますのでよろし
くお願いいたします。

　武石児童館では、6月23日(土) 「ふれんず
子ども祭り」を開催します。
　当日は、下記のような様々なイベントを予定
しています。子供のお祭りというだけでなく、
大人の皆さんにも児童館を
知っていただく良い機会です
ので、皆さんご都合つけてお
出かけください。

上田市吹奏楽団コンサート、
ケーナコンサート「デュオアレグリア」、
ワークショップ「くるみボタン作り」、
わたあめ作り体験、子ども消防服着体験、
武石小学校金管バンド演奏、ポン菓子屋、
子どもカフェ、わり箸鉄砲射撃、スライム作り、
スタンプラリー、けん玉実演・教室等々

地域のイベント＆お知らせ

ふれんず子ども祭り

武石を盛
り上げる

人やグル
ープ紹介 武石の人・

団体
武石の人・
団体

I Love TAKESHI

エリアトークアナウンサー
長尾 光子さん

地域協議会正副会長が
決まりました

●依田窪プール開き……6月30日（土)
●武石公民館長杯ゲートボール大会
　　　　　　　　　……7月5日（木)
●夏山一般募集登山……7月22日（日) 乗鞍岳
　　　　　　　　　　 問い合わせ 武石公民館
●魅力発見ウォーキング
　　　　　　　　　……7月28日（土) 美ヶ原高原
●ともしび博物館きもだめし
　　　　　　　　　……7月29日（日)
●武石の夏祭り
　……8月12日（日) 花市､ 神輿､ 花火
　……14日（火）・15日（水） スポーツ、囲碁大会

1月の放送開始以来朝晩のエリアトークの放送を担当
しています。

　放送を聞かれた皆さんからは、言葉遣いが丁寧で大変聞き
やすく、親しみやすいとの声をいただいています。
　それもそのはず、長尾さんは、以前長門町有線放送のアナ
ウンサーをされており、放送の仕方、伝え方の本格的研修も
受けてきています。これからもよろしくお願いします。

　4月、武石地域協議会の委員20名が改選され
ました。任期は2020年3月までの2年間です｡
　地域協議会は､ 自治会や各種団体からの推薦
者、公募者などからなり､ 市長の諮問機関として
市から委嘱されます｡ これまで地域協議会では、
地域広報紙の発行、武石全域公園化構想、エリア
トークの導入などの意見書を市長に提出してきて
います。
　委員の互選により､ 武石地域協議会長には､ 池
内俊郎さん､ 副会長には大草ひろみさんが選出さ
れました｡
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